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論 文 の 内 容 の 要 旨

牛は発情周期中､一例の卵巣に--･偶の機能性帝†本が形成されるが､両子宮角の問の解剖

学的北びに生理芋的な差ぎ蔓については十分解明されていない｡メン羊では､黄休のある刷

(甘下∴矧附則)と黄休のない†則(以下､非典休㈹)の子宮動脈内皮細胞に形態学rIくJな違

いがあること､さらに牛の受精卵を弗体側の子宮剛こ棺植した時の着床率が､非黄休側の

子宮何に行なった時よりも高いことなどの報告があ■5｡

木研究では､①串休組織と~F屑組織ならびに卵胞(顆粒層机胞と卵胞液)におけるプロ

ジュステl▼1ン濃度の相関件､Q)発情周期(卵晒期と釣体期)-いの子宮組織プロジュステロ

ン濃度とプロスタグランジン｢2濃憎が黄体側と非弗体側でどのように異なるか､⑦黄体の

存在と､~-｢胃糾.織のノUジエステロン濃度･プロスタブランジンE2濃度･プロスタグラン

ジンIご2α濃度･オキシトシン濃度ならびにオキントシン受容体数の相互関係などについて

調′く､子宮の局所調節機構を検討した｡

材料とプJ法:試験材料は､一昔広食肉センターで処押さj･一tた､内服的に異常が認められない

ホルスタイン櫛孔ケl二の生殖器を円いた｡発情周期は､主に黄体組織巾のプロジエステロン
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濃貯が5拉g′/糾織mg以llである例を市†本棚､Z.6 〃g/組織mg以下を卵胞期に分けた｡妊娠

H齢の推測は､肋了･♂)婚尾尉こより行った｡子宮材料採取部位の一部は､I!-)llLn液で固定

後ヘマトキシリン･1オジン架色標本を作製し､子胃小丘が見られる例や内膜炎カどの異

常が見られる例は試験から除いたへ

ホルモン･ホルモン類似物質､ならびにオキシトンン受容体数は､子宮内暇の組織柚出

滴について組織重罪1たりとして求めた｡プrlジュステロン濃度と]キシトシン濃度は

l=∧主ょにより､プUスタブランジンlニ2(プ濃度とブロスタグランジンIミ2濃樫はlリ〈法により

測定し､さらに寸ヰ･シトンン受杏休放はI.au らの-･邦■を改変して求めた,

結果:木研究の結果は､次のようなであった｡l.子胃組織と弗休組織のプロジエステロン

濃度は､削本卿と卵胞期の問に有意差が認めらj･1た(以ト､統計学的検定の危険率は

【}くl=15)`.2.熊l本鞘の了･冒組織のソロジJニステロン濃度とブUスタグランジンl三2濃度は､

節体刑の子宮内が非黄体側の子宮何と子宮休より百恵に高値であり､同一一子宮角内では採

材部位問に有意差は認められなかった｡3.弗体糊の子宮組織のオキシトシン濃度は､典休

仰の子宮角が非韓体側の子宮内より高値であったが､プロスタグランジンF2q感度とオキ

シ･トシン安宅体扱は低値であり､嗣子宮角愕lで有意差は認められなかった｡4･卵胞脚に

は､プロスタグランジン｢2α濃度､オキシトシン濃度とオキシトシン受容休放が黄体馴の

子宮組織で有意に高値であったが､プロジエステロン濃度とプロスタグランジンE2濃度は

低値であった｡5.虻娠初期には､子宮組織のプロジエステロン濃度とプロスタグランジン

Ez濃度は黄体珊で高値であり､さらにプロスタグランジンFzq濃度は黄体期より高い値

で､発情期と妊娠初期の間には負の相関性が認められた｡G･両側の卵巣に機能性黄体がそ

れぞれ-･個ずつ存在する例では､ホルモン･ホルモン類似物質･オキシトシン受容体放な

どの測定頂目では子宮内問と採材部位間に有意差は認められなかった｡

以上､勺二の子宮粗相のホルモン､ホルモン粁似物質､ならびにオキシトシン受容休数を

調べ､帝棒と子宮の間に局所調節機構のあることが示唆され､さらに生産性向上に

とってプロジエステロンとプロスタグランジンE2の生理作用を詳細に検討す

べきと考える｡

審 査 結 果 の 要 旨

牛の受桶卯を黄体のある側(以下､黄体仙)の子宮角に移植した時の着床率は､黄休の

ない仰(以下､非費体側)の子宮角に移植した時よりも高いと報告されている｡さらに､

メン羊では､車体側と非韓体側の子宮動脈内皮細胞に形態学的な遠いがあることが報告さ

れている｡しかし､牛の卵巣では発情周期回1､一仰の卵巣に一個の機能性黄休が形成され

るが､弼子宮何の間の解剖学的並びに生軋学的な差異については十分解明されていない｡

本研究では､の薪休耕繊と子宮糾純ならぴに卵胞(粁拉層柳胞と卵胞液)におけるプロ
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ジュステロン濃度の相聞拙､②発情同州(卵胞糊と帝休期)-~t~-の子宮組織プロジュステロ

ン淵度とプロスタグランジンlミ2濃度が黄体側と非茹体側でどのように異なるか､③鶉休の

存在と､子宮組織のプロジュステロン潤度･プロスタグランジンⅠ三2渦度･プロスタグラン

ジン｢2(丁濃度･オキシトシン濃度ならびにオキシトシン受容体放などについて調べ､子宮

の局所調節機弼を検討した｡

材料と方法:試験材料は､帯広食肉センターで処f里された､肉眼的に異常が認められない

ホルスクイン種乳牛の生殖器を円いた｡発情周期は､主に黄体組織のプロジュステロン濃

度で5J上g/組織mg以上を黄休期､2.6J⊥g/組織mg以下を卵胞期に分けた｡妊娠月齢の推測

は､胎子の頭尾長により行った｡子宮材料採取部位の一部は､Bouin液で固定後ヘマトキ

シリン･エオジン染色標本を作製し､子宮小丘が見られる例や内膜炎などの異常が見られ

る例は試験から除いた｡

ホルモン･ホルモン類似物質､ならびにオキシトシン受容体数は子宮内膜の組織抽出液

について組織重量当たりとして求めた｡プロジエステロン濃度とオキシトシン濃度はR川

法により､ブロスタグランジンF2α濃度とプロスタグランジンE2濃度はEIÅ法により測定

し､さらにオキシトシン受有休放はLau らの一部を改変して求めた｡

結果:本研究の結果は､次のようであった｡1.子宮組織と韓体組織のプロジエステロン濃

度は､黄休期と卵胞期の間に有意差が認められた(以下､統計学的検定の危険率は

P <0.05l｡2.黄体期の子宮組織のプロジエステロン濃度とプロスタグランジンE2濃度

は､黄体側の子宮角が非黄体側の子宮角と子宮体より有意に高値であり､同一一子宮角内で

は採相即位間に有意差は認められなかった.3.黄体期の子宮組織のオキシトシン濃度は､

黄体側の子宮角が非黄休仰の子宮角より高値であったが､プロスタグランジンF2α濃度と

オキシトシン受容体数は低値であり､両子宮角間で有意差は認められなかった｡4.卵胞期

には､ブロスタグランジンF2α濃度､オキシトシン濃度とオキシトシン受容体数が黄休側

の子宮組織中で有意に高値であったが､プロジエステロン濃度とプロスタグランジンE2濃

度は低値であった｡5.妊娠初期で､子宮担械のプロジエステロン濃度とプロスタグランジ

ンE2濃度は黄体剛で高値であり､さらにプロスタグランジンFzα濃度は黄体期より高い値

で､発情期と妊娠初期の間には負の相関性が認められた｡6.両側の卵巣に機能性黄体がそ

れぞれ一個ずつ存在する例では､ホルモン･ホルモン類似物質･オキシトシン受容休数は

子宮角問と採材部位間に有意差は認められなかった｡

これらの結果から､牛の発情周期ならびに妊娠桝期の子宮組織のホルモン･ホルモン類

似物質･オキシトシン受容体数を調べ､黄体と子宮の間に局所的な調節機構のあることが

示唆された｡

以上について､審査委貝全員一致で本論文が岐阜大学大学院連合獣医学研究科の学位論

文として十分価値のあるものと認めた∩
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